
北　海　道
ほっ   かい   どう

　この法律は、障がいのある人への差別をなくすことで、障がいのある

人もない人も共に生きる社会をつくることを目ざしています。
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こんなことありませんか？

←SP コードは、専用の読み←SP コードは、専用の読み

取り装置をあてると音声で読取り装置をあてると音声で読

み上げることにより、視覚障み上げることにより、視覚障

がいの方でも内容がわかるがいの方でも内容がわかる

ようにするためのものです。ようにするためのものです。
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口の動きで言葉を理解しているのに、

マスクを外してほしいとお願いしたが、

マスクを外してもらえなかった。
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『｢合理的配慮｣をしないこと』

かもしれません。
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障がいがあることを

理由にお店を利用

できなかった。

｢不当な差別的取扱い｣

であると考えられます。

ただし、他に方法がない場合などは、

｢不当な差別的取扱い｣

にならないこともあります。
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『｢合理的配慮｣をしないこと』

は、差別にあたります。
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会議に支援してくれる人を

入れてもらえなかった。
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　たとえば、会議を開催する前に、主催者がどのような支援が必要かを確認するなどの「合理

的配慮」が必要です。（例：知的障がいの人であれば、支援者の同席。聴覚障がいの人であれば、

手話通訳者の同席など）「合理的配慮」をしないことは、差別にあたります。

　「合理的配慮」のために、他のやり方はないかなど、お互いに話し合いながら、

必要な工夫や、やり方を考えましょう。

しなければなりません。しなければなりません。

　たとえば、障がいを理由として、お店や施設を利用できない場合は、障がいのない人と違う

扱いを受けているので、「不当な差別的取扱い」であると考えられます。

　ただし、他に方法がない場合などは、「不当な差別的扱い」にならないこともあります。

してはいけません。してはいけません。
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北海道保健福祉部福祉局障がい者保健福祉課
ほっかいどう　ほ　けんふく し　ぶ　ふく　し　きょくしょう　　　　しゃ　ほ けんふく し　か

電 話：0 1 1 - 2 0 4 - 5 8 9 9

F A X：0 1 1 - 2 3 2 - 4 0 6 8

メール：hofuku.shohuku1@pref.hokkaido.lg.jp

でんわ
〈地域づくり委員会の窓口〉

（各振興局社会福祉課）

ち　いき　　　　　 い　いん　かい　　まどぐち

かくしんこうきょくしゃかいふく し　か ファックス

　北海道では、｢北海道障がい者条例｣に基づき、各振興局に｢障がい者が暮らしやすい地域づ

くり委員会｣（｢地域づくり委員会｣）を設置して、日常生活での暮らしづらさに関する相談に

応じています。
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障がいのことで、いやなことや困ったことが起こったときは、
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地域づくり委員会に相談してください。
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